
様式第６号(第２条関係) 

委員会等の会議録 

 

 

１ 会議名 令和６年度第２回城辺公民館運営審議会 

２ 議題 

(１) 令和６年度城辺公民館事業中間報告について 

(２) 令和７年度城辺公民館事業の方向性について 

(３) その他 

３ 開催日時 令和６年 12月５日(金) 18時 30分から 19時 15分まで 

４ 開催場所 城辺公民館 １階 ふれあい学習室 

５ 傍聴者数 ０人 

出席者 

６ 委員氏名 
中川 治雄、鉾岩 俊二、宮下 武浩、上田 隆光、中平 道代、

増田 和恵、野本 賀一、田野 奈都紀 

７ 担当所属 

所属名 城辺公民館 

担当職員 

(職・氏名) 

公民館長 田中 俊行 

主事 田下 弘之 

８ その他の

出席職員 

所属名  

出席職員 

(職・氏名) 
 

議事内容(次ページから) 

 



発言者 発言内容 

田下主事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中川会長 

 

田下主事 

   

 

中川会長 

 

 

 

田下主事 

 

 

 

 

(全委員) 

  

 田下主事 

 

 

 

  

中川会長 

 

 

 

鉾岩委員 

 

定刻となりましたので始めたいと思いますが、会議の開会の前

に、皆様に御承知していただくことがあります。本日の城辺公民

館運営審議会での発言は、記録し、後日、会議録として町ホーム

ページに掲載されます。また、この会議が開かれる旨は、町のホ

ームページに「公開する会議」として掲載され、どなたでも閲覧

できることとなっていますので御承知ください。 

では、ただ今から令和６年度第２回城辺公民館運営審議会を開

催します。開会に当たりまして、城辺公民館運営審議会長中川治

雄が挨拶を申し上げます。 

 

（開会挨拶） 

 

これから議題に入ります。議事の進行は、中川会長にお願いし

ます。 

 

それでは、議事に入ります。 

議題(１)令和６年度城辺公民館事業中間報告について、事務局

から説明をお願いします。 

 

議題(１)令和６年度城辺公民館事業中間報告についてと、議題

(２)令和７年度城辺公民館事業の方向性については、資料を共通

で作成していますので、その資料に基づいて、同時に説明しても

かまいませんか。 

 

(承諾) 

 

それでは、令和６年度の中間報告とともに、令和７年度の方向

性について説明します。 

(議題(１)令和６年度城辺公民館事業中間報告について、議題

(２)令和７年度城辺公民館事業の方向性について説明) 

 

ただ今、議題の(１)、(２)について一括して説明がありました。 

来年も全て継続をしていくということではありますが、この件

について、何か御意見等はありますか。 

 

11番の人権・同和教育研修ですが、学校ごとに行っている校区

別人権同和教育懇談会は、学校だけではなく地域への啓発も兼ね



発言者 発言内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田下主事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鉾岩委員 

 

 

田下主事 

 

中川会長 

 

 

 

た取組ですが、地域からの参加は、数人しかありません。 

地域と一緒に実施するということであれば、学校でも公民館と

のタイアップによって、地域全体からの参加を募り、授業参観や

多世代間で話し合う場を作ることができると考えます。今年は対

話をテーマに、懇談会時には、保護者にも輪になって話合いをし

てもらいました。初めての試みでしたので、保護者と子供は別々

で行ったのですが、行く行くは、保護者と子供が一緒に、また、い

ろいろな年代が混ざったグループで話合いができればと考えてい

たところです。 

人権に関する懇談会、研修会は、主体ごとに実施の意図が違う

ため、タイアップは無理なのでしょうか。 

 

学校での取組を、地域に向けての人権・同和教育の啓発活動と

し、その場所に参加させていただくということは、1番良いと考え

ています。 

私の前任地である緑地域では、実際に校区別人権同和教育研修

と同時に、地区別人権同和教育研修も実施していますが、問題点

として、その地域全員が参加すると収容できる施設がありません。

収容人数が限られるので、どこまで案内して良いのか、公民館の

携わり方として大変難しいところがありました。 

中学校であればそれなりの人数は入れると思いますが、中学校

区全域への周知によって、どの程度の人数が集まるのかの想定は

難しく、想定以上になった場合の対応は更に難しいと考えられま

す。そのため、昨年度の緑地区全域への周知は控え、地区長、各団

体長、運営審議会委員といったところまでの案内としました。 

学校側からそういう意見を頂けると、公民館からの周知はでき

ると思います。ただ、参加の強制は難しいと考えます。 

 

入れないほど参加者が多くなることはないと思いますし、周知

いただき、地域の方に来てもらえるようになるのは助かります。 

 

是非その方向でお願いします。 

 

公民館、学校など、それぞれが人権・同和教育に取り組んでい

て諸事情があるとは思いますが、目的が同じということで、一緒

になってそれぞれの活動について協議をしながら実施できれば良

いのではないでしょうか。一気に人数が増えると困るのであれば、



発言者 発言内容 

 

 

 

 

 

 

鉾岩委員 

 

宮下委員 

 

中川会長 

 

宮下委員 

 

 

 

 

 

 

 

田下主事 

 

中川会長 

 

 

 

田中館長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者と地区の役員に最初に声をかけるなど、手段はいろいろあ

ると思います。学校では、学習発表会の中にも人権研修を取り入

れていたりするので、今後の人権・同和教育の推進については、

一緒に検討してもらったらと思います。 

それでよろしいですか。 

 

はい。 

 

よろしいですか。 

 

どうぞ。 

 

校区別人権同和教育研修に関しては、人権啓発室が主となって

進めて、学校側で実施しているのですが、人権・同和教育につい

ての活動に関して、人権啓発室と公民館との連携はないのでしょ

うか。実は、今日、同時刻で人権啓発室の会議も行われている状

況です。人権に限ったことではないかもしれませんが、特に人権

に関しては、大森文化会館と公民館での連携を取った上で学校と

一緒にしたら良いのではないかと思います。 

 

おっしゃるとおりです。 

 

館長、そのような段取りで、公民館は公民館、大森文化会館は

大森文化会館ということがないように連携していくということで

良いですか。 

 

現状は、人権啓発と公民館との連携が取れている状態ではない

と思います。人権啓発室は、公民館とは関係なく人権啓発室独自

で各事業を組んでおり、どのような公民館事業があろうと、人権

啓発室は人権、という意識で事業を実施しており、連携を取れる

状況ではないのですが、宮下委員からお話があったように、でき

るだけ連携を取る必要があると思っています。 

それから、担当職員によって、連携がうまく取れる、取れない

ということはどうしても起こってしまいます。今年度については

連携が取れてなかったということを反省しながら、来年度は、で

きるだけ連携を取って事業、会議の計画を組んでいきたいと思い

ます。 



発言者 発言内容 

 

宮下委員 

 

 

 

中川会長 

 

 

 

 

 

中平委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上田委員 

 

中平委員 

 

 

中川会長 

 

 

中平委員 

 

 

 

中川会長 

 

中平委員 

 

 

どこの公民館も人権研修は計画、実施しているので、どこの公

民館も困っているのではないかと感じます。 

人権啓発室とうまく連携できるでしょうか。 

 

それぞれ事務分掌で年間の事業を進めている中で、それぞれに

事情があると思うのですが、できる限り連携を取るという形で進

めていただければ学校側も多分安心できると思いますのでお願い

します。 

ほかに何かありませんか。 

 

10 番の防災・減災教室ですが、「中町婦人会」となっています

が、婦人会に中町の会員はいないので、「婦人会」としてください。

それから、２月の実施予定になっていますが、前回の実施前、公

民館に相談に行ったときに、能登の震災のことがあったので、１

月にした経緯があります。だから、１月の第４月曜日、27日にな

りますが、婦人会の活動予定日となっているので、その日に炊き

出しをして、それをお昼に食べながら、防災対策課のお話を聞く

という感じでしたいと思っています。 

上田高齢者学級長、また食べに来ていただいたらと思います。 

 

分りました。11時 30分頃に来たら良いでしょうか。 

 

はい。昨年のように、この近所、中町の高齢者の方々に集まっ

ていただければと思います。お昼を食べながらお話をします。 

 

事務局は、婦人会、高齢者学級と連携を取って調整、実施して

ください。 

 

災害となって本当に大変なときに、炊き出しをできたらと考え

ています。顔を見たことがない、知らない人たちより、普段から

顔なじみになっておけば協力しやすくなると思います。 

 

顔見知りであれば協力しやすいですね。 

 

今年の初め、突然の能登地震の折に、何かできることと考えて、

炊き出しでもやってみようと思い、公民館に相談して急きょ実施



発言者 発言内容 

 

 

 

 

 

 

中川会長 

 

 

上田委員 

 

 

 

 

 

中川会長 

 

 

宮下委員 

 

上田委員 

 

中川会長 

 

 

 

 

 

 

 

田下主事 

 

 

 

 

 

 

しました。豚汁であれば早くできると考えて、豚汁とおにぎりを

作って老人クラブの方たちに来ていただいたという経緯がありま

す。それ以降、どこかで会ったら声をかけてもらうようになりま

した。こういうことが大事だと思いますので、上田委員よろしく

お願いします。 

 

事務局、その辺りもきっちり、連絡を密にしてお願いします。 

そのほかに何かありませんか。 

 

世代間交流しめ縄教室の関係で、どうしても縄をなう人が少な

いです。今年の児童の参加者は、69名いるので、８班作ると８人

と９人の班、９班作れば、７人と８人の班になります。指導する

側が９人いれば、大変助かるなと思いますので、しめ縄をなえる

人を御存じの方がいましたら、教えていただければ助かります。 

 

上手な人がおられたのですが、縄をなえる人が亡くなられてし

まいました。 

 

あと２年ほど修行すれば何とかなりそうですが。 

 

今のところ、目途が立っているのは８人程度です。 

 

北裡の唐獅子のわらじを作っている方がいるのですが、松山に

勤めている関係上、お手伝いは難しいのではないかと思います。

城辺中組の唐獅子のわらじは全部その方が作っているという話を

聞いて驚いたのですが、そのような人がほかにもいるかもしれな

いので、皆さんの周りでそういう方がおられましたら公民館へ連

絡いただけたら有り難いです。 

そのほか何かないですか。 

 

来年度の予算について協議いただいていますが、来年度の取組

としまして、地域づくりに関しましては、笹まつり、レクバレー

ボール大会、世代間交流ペタンク教室など、地域間、世代間で交

流する事業がなくなってしまい、交流の場が減少している状況に

あります。第１回運営審議会で、ボランティア団体代表の増田委

員ともお話ししたように、地域全体を対象に交流できる場を、公

民館に設けることができればと考えています。 



発言者 発言内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中川会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮下委員 

 

 

 

中川会長 

 

 

 

田下主事 

 

鉾岩委員 

 

 

 

城辺公民館の場所が、ロケーション的に問題があるところもあ

りますので、こんなことができるのではないかという意見があれ

ば教えてほしいと思います。また、夏祭りは、諏訪様で輪抜けは

行われているのですが、御荘に併せてしまって、城辺には何もな

いような状況なので、城辺の町中の方から、何かしなくてはとい

う意見もありました。そのような意見も踏まえ、夏休み期間に合

わせた形でと考えています。公民館として、何をするかというこ

とまでは、予算的な措置もできてない状況ではあるのですが、地

域振興も兼ねて、商工会の方々とも相談しながらイベントかでき

ればと考えています。その中にボランティアの活動も入れたいと

考えています。次回運営審議会までに、もう少し具体的な案とし

て知恵を絞って考えておきますので、皆様にも御協力いただけた

らと思います。よろしくお願いします。 

 

世代間交流ができる事業や、夏祭りにかわる夜市などをしてい

るのですが、できるような事業があれば公民館まで提案していた

だいて、実施の際には、ボランティア等の募集も必要になってく

ると思いますので、皆様の御協力をよろしくお願いします。 

昔に比べると、子供も地域の人口も少なくなり、公民館事業の

実施自体、難しい部分があると思いますが、地域の活性化のため

に尽力していただければと思います。 

ほかに何かないですか。 

 

お礼になるのですが、資料の事業番号６、７，８，９の事業につ

いては、子供たちが喜ぶ活動をしていただいています。老人クラ

ブや地域の方にも大変お世話になっています。 

 

先ほど、子どもフォトライブハウスの講師の方が、なかなかユ

ニークでいろいろな話をされるということでしたが、どういう方

が来られるのですか。 

 

１年の半年をアラスカで過ごされているカメラマンです。 

 

今年フォトライブに参加した小学生や皆さんからすごいと聞い

ていて、会場は中学校でしたが、中学生は見に行ってないので、

中学生が楽しみにしています。 

 



発言者 発言内容 

中川会長 

 

増田委員 

 

 

田下主事 

 

 

 

 

増田委員 

 

田下主事 

 

田野委員 

 

田下主事 

 

 

 

 

 

 

 

増田委員 

 

 

 

中川委員 

 

 

 

 

 

 

田下主事 

 

そのほか何かないですか。 

 

フォトライブの対象は、中学生を中心として、様々な年代も参

加できるのでしょうか。 

 

中学生対象とは別に、対象を子供や親子として実施しようと計

画しています。対象が中学生と親子では、話の内容が変わると思

いますので、小学生は今年見ていただいたので、今年度は中学生

と親子というところで考えています。 

 

小さい子供を連れたお母さんとかでしょうか。 

 

そうですね、親子を対象として計画はしています。 

 

高校生はどうでしょうか。 

 

城辺公民館事業として計画しているので、城辺小中学校や城辺

地域にお住いの親子など、城辺地域対象ということであれば開催

目的として成り立つのですが、町内全域が対象となると公民館事

業としての実施で御荘文化センター使用というのは難しいと考え

られます。非常に高評価な事業で、日本中で行っているものです

ので、愛南町全域対象に実施してはどうかと生涯学習にはお願い

しています。 

 

フォトライブは、プラザ城辺で大人向けに実施したことがあり

ますが、すごく良かったです。愛媛新聞の愛南支局にいた樋口さ

んが同級生だということで来ていた時に実施しました。 

 

楽しそうな事業ですので、校区や公民館区など、いろいろ調整

の必要があるとは思いますが、生涯学習課と調整して、できる限

り幅広い対象での実施をお願いします。 

そのほか何かないですか。次の審議会に今日の分も含めて何か

いうことを考えておいていただければと思います。 

では、何か事務局からありますか。 

 

ありません。 

 



発言者 発言内容 

中川会長 

 

田下主事 

 

中川会長 

 

 

 

 

田下主事 

 

 

田中館長 

次はいつ頃の予定でしょうか。 

 

次は２月下旬か３月上旬に開催予定です。 

 

また次回、２月下旬から３月上旬にかけて案内があると思いま

すので、よろしくお願いします。 

ほかに皆さんからの意見もないようですので、事務局へお返し

します。 

 

中川会長、ありがとうございました。 

それでは、最後に田中館長が、閉会の御挨拶を申し上げます。 

 

(開会挨拶) 

 


